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要旨 
留学生を受入れる大学教員の姿勢や異文化資質は、留学生の異文化への態度や 
行動を大きく左右する。異文化状況において、対峙する相手がその状況をどの 
ように認知し、どのような気持ちを持ち､なぜそのような行動を取るのだろうか 
といった、相手の内的必然性を理解し、異文化事態を洞察できる力を異文化資質 
の一つとして捉え、その観点から留学生を受入れる側に求められる異文化資質に 
ついて論じた。 
 
 
１．大学における異文化事態 
（１）日本の大学における異文化事態 
日本国内に在住する外国籍を持つ人たちの割合は依然少数であるとはいっても、その人
数は着実に増加している。日本の大学においては、1984 年文部省の「留学生受入れ 10 万
人計画」の策定後、それに見合った留学生の受け入れを促進してきた。 
異なる文化や教育体験をもった留学生の存在は、これまで維持してきた大学の教育制度
や教育方法を見直し、学内の国際化を促し、世界の Center of Excellence になる絶好の機
会でもある。加えて、受入れ日本人も留学生も双方が影響し合い、ともに複眼的、相対的
思考力を高め、問題解決能力や対処能力を高めていく教育機会を提供してくれる。 
しかし一方で、文化的多様性をもった留学生との接触は、同時にさまざまな軋轢を生み、
文化的分離が起こる可能性も有している。近年の留学生の受入れは､文化的に同質であると
言われつづけてきた日本の大学に、言語や宗教の違い､多様な価値観などが確実に加わりつ
つあることを意味しており、同質性の中で安住してきた日本の大学にとって必ずしも心地
良いことではない。日常生活における異文化接触は異なる文化や行動様式と対峙すること
をも意味しており、現実の異文化との直接的接触は、認知レベルで相手を理解することの
みならず、異なるものへの不安、苛立ち、拒否といったネガティブな情緒的反応をも含め
て相手と向き合うことでもあるからである。 
とりわけ、留学生を直接指導する教員など大学スタッフにとっては、文化的背景を異に
する留学生を目の前にし、異なった文化の人々が互いにもつであろう先入観、相互の知識
や情報の不足、そしてその結果起こる誤解や不信感、そこから生じる摩擦、対立など経験
するとき、相手を理解することの難しさ、受容することの難しさを実感する。 
留学生をめぐる従来の研究は、留学生もしくは留学という現象そのものを対象とした研
究が多く、留学生を受入れる側の資質や能力を対象とした研究は少ない。 
受入れ側の姿勢や異文化資質は、留学生の異文化への態度や行動を大きく左右する。し
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かし大学における異文化接触に関する研究では、研究の対象は主に留学生自身に向けられ、
さまざまな文化的背景を持つ留学生を受入れることが、職業的には必然となっている大学
教員などの異文化事態で求められる資質や能力について、検証が行われることはほとんど
なかった。ここでは異文化資質や能力の一つとして、「異文化状況において、対峙する相手
がその状況をどのように認知し、どのような気持ちを持ち､なぜそのような行動を取るのだ
ろうかといった、相手の内的必然性を理解し、異文化事態を洞察できる力」を挙げ、この
資質について論じる。 
日本の大学において教員と留学生との間でどのような異文化間葛藤が生じるのか、また
教員はそれらの事態にどう対処していくのかについて近年少しずつ研究が出始めている。
（千葉大学,1999; 白土,1998; 加賀美,1999; 名古屋大学,2001） 
白土（1998）は留学生の相談事例の中から、留学生の立場から、「指導教授との意思疎
通がうまくいかない、感情的軋轢が生じる」というものをあげている。名古屋大学(2001)
の調査では、指導教員との関係について「学生の生活面や文化をもっと理解してほしい。」
「開発途上の国からの留学生に対して不快な態度で接する。」「教員との間に文化的差異を
感じる。」｢宗教への理解があまりない。｣などが大学院留学生からあげられており、教員が
留学生との間で生じる葛藤にどのように対処していったらいいのか課題としている。加賀
美（1999）は指導教員に面接を行い、指導教員が抱える困難を「生活習慣の違い、教育指
導の難しさ」を上げている。そこでは「いらいらする、不愉快、負担、腹が立つ」といっ
た否定的感情を指導教員が持っていることが報告されている。新倉( 2001)は、指導教員と
の間で生じる葛藤解決にあたり、留学生は葛藤を潜在化させ、結果的に留学生の適応を阻
害してしまう状況について論じている。また、千葉大学(1996)の留学生の受入れについて
教員の意識調査において、留学生を受け入れた理由で最も多かったのが、国際貢献、国際
交流のためであったが、反面、義務や割り当てで引き受けざるをえないという消極的な理
由も存在した。留学生受け入れに際しては行動様式や価値観の相違から留学生と教員との
間にさまざまな摩擦が生じていることが報告されている。 
しかし、これまでの研究は概して、どのような問題が生じているかの行動面に関する報
告にとどまっている。 
 
（２）日本の大学における留学生と教員とのコミュニケーション 
留学生は授業やゼミ、研究の中で教員との間でさまざまな葛藤を経験する。上述した先
行研究の中で報告された教員との間で生じる齟齬、摩擦などの問題の対応に苦慮する留学
生からの声を以下に集約する。 
・指導教員との接し方 
日本の指導教員とどの程付き合っていけばいいのかわからない。 
・留学生への指導のし方 
     授業後すぐにすぐにさまざまな課題をするが、日本語の講義が十分理解できな
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い留学生にとって困難な要求であることを言っても聞く耳を持たない。 
     留学生の日本語能力がどの程度なのか無視して授業する。 
     教師と対応に議論する場がない。 
・留学生の文化的背景への対応 
   OO 国からの留学生に対して日本人学生に対するのとは明らかに異なる不快な
態度で接する。 
   OO 人を信用しない。 
   アジアからの学生を歓迎していない。 
   学生の文化的背景を考慮して授業をしていない。 
・ 価値観の相違 
   価値観の相違を感じる。（学問的見解の相違への対応、自主性への対応など） 
宗教への理解がない 
留学生に指導教員との関係の齟齬や摩擦について尋ねると、このような回答が返ってき
ている。しかしこれら集約した概要は、留学生の国籍、宗教、学歴、年齢、性別、留学の
身分、留学目的、他国での留学経験、自国での身分、外国語の能力、人格の成熟度などが
混在しており、これらの声が留学生の意見を代表しているということではない。教員側か
らの言い分もあろうが、このように思っている留学生がいるという事実を概要したもので
ある。 
 
２、アメリカの大学における異文化事態 
（１）アメリカの大学における異文化事態 
世界最大の留学生受入れ国であるアメリカにおいては、さまざまな人種や民族で構成さ
れているというアメリカ社会の現実を反映して、人種や民族の異文化適応研究は膨大であ
る。しかし、アメリカの大学における異文化事態に関する研究においても、研究の対象は
主に学生自身に向けられ、教員の資質や能力､態度についての検証が行われることはあまり
ないといってよい。 
教員養成の学生に関する論文の中で Larke(1990)は、民族的マイノリティの生徒の数が
増加し、マジョリティである白人教師がマイノリティの生徒を教える機会が増えている中、
これまで以上に教師は自分と異なる文化的背景を持った学生への異文化感受性が求められ
ていると主張する。 加えて、多文化への気づきという課題は、マイノリティの大学教員の
みが教員養成の課題としてプログラムに組み入れるのではなく、すべての教員がこの課題
を研修プログラムに組み入れ、すべての教員の異文化への感受性を高めるべきであるとし
ている。 
しかし、この論文で示された調査ではまた、教員養成プログラムを受講している白人学
生のうち、75％の白人学生が自分とは異なった文化的価値観を持った人々との協同作業を
避けたい、自分と異なる文化的背景を持ったこども達のクラスで教えることに違和感を覚
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える現状が浮かび上がっている結果が示された。この調査では、マイノリティ生徒への違
和感、個人的接触への戸惑いなどの心理的要因が異文化受容に影響を及ぼす要因となりう
ることが示唆され、個人の異文化受容に影響を及ぼす認知的側面を検討することの重要性
を提唱している。 
 
（２）アメリカにおける留学生と教員とのコミュニケーション 
筆者がアメリカで行ったインタビュー調査の中から、アメリカの大学に留学している外
国人留学生と教員との間で生じる齟齬について語っている声を紹介する。 
事例１：A国（アジア圏）からの留学生 
  アメリカの教授をファーストネームで呼ぶことに抵抗感がある。自分の国では教授
は偉い人であり、学生と先生との関係の持ち方にはいつも戸惑う。又､授業の中での
課題をこなすとき、課題によっては教育文化的背景の相違があり、すぐには課題を
こなせないことがある。まずアメリカでの背景を理解するため､多くの文献を読み､
理解することにかなりの時間を費やし、そこからローカルの学生と同じ課題に取り
組むことになる。このような事実は教授に言うことではないし、自分で克服するこ
とではある。が、教授が留学生の文化的背景、教育文化の違いに気づいてくれ、配
慮をしてくれたらと思うことはよくあるが、迷惑をかけたくないという思いがあり
言えない。 
事例２：B国（ヨーロッパ圏）からの留学生 
   自分の国とは依頼のし方が異なる。自分の国では相手と会う約束をするのに、相手
の都合を気にし、相手の時間を自分のために使ってもらって申し訳ないという意識
がある。そのため、教授とのミーティングの約束をとるときは､教授の時間を割いて
もらうことに申し訳ない思いが生じてしまう。 
   自分の国では大学であっても人間関係をとても重視する。教授が個人のことに関心
を示してくれる。しかしここでは教授が個人のことに関心を示すことはなく、また
示さないのが当たり前になっているので、自分のような留学生が寂しい思いをして
いることには、教授は全く気がつかない。アメリカで育った教授は、民族に関わり
無く、アメリカ的価値観を身につけ、他者に対して感受性に欠けているように思う。 
   私の国の人々は相手を慮り、自己主張をしたりすることがあまりないので、留学生
はアメリカ人教授にコントロールされ主導されやすい。 
 
 同様な事例は多数あるが、紙面の都合上ここには載せない。アメリカで学ぶ留学生も日 
本で学ぶ留学生と同様、授業やゼミ、研究の中で教員との間でさまざまな葛藤を経験して 
いる。当然のことながら、留学生と教員との間で生じる齟齬については、日米ともに類似 
しているのが見て取れる。多民族国家であるアメリカにおいては、日本より異文化との接 
触が多いことは明らかであるが、接触の多さが必ずしも個人の異文化資質や能力の高さに 
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比例してはいない。異文化接触に不慣れな日本の教員は異文化資質に欠けるといった解釈 
は正確さを欠くのである。 
 
３．異文化事態で求められる資質 
異文化間で生じる摩擦は、その状況に組み込まれたさまざまな要因によりさまざまであ
るがゆえに、複雑な要因が重層する現実の中にある人間をどこまで深く洞察できるかが問
われている。どの国にあっても、異文化事態を洞察できる資質がその状況への「適切な対
処」を規定するのである。 
相手を理解するための情報は多いことに越したことはない。それは、さまざまな背景を
理解して相手の姿が立体的に浮かび上がり、相手の置かれた問題状況、その深刻さの程度、
それに伴う感情の複雑さを理解するための手助けになるからである。しかし、不確定かつ
複雑な要因が重層する現実を客観的に捉え、何がその状況を良い方向に変え得るかを考え
出す力と、それに翻弄されている人間の不安や痛みを深く洞察できる高い感受性なしに「適
切な対処」はない。 
 
（１）「ネガティブリスト」と「ポジティブリスト」の概念 
AMDA の人道支援活動実践からの菅波の報告(2006)は、留学生教育における受入れ側の
異文化資質を考える上でたくさんのヒントを提供してくれる。 
その一つは、「ネガティブリスト」「ポジティブリスト」の概念である。菅波は、不確定
要因に満ちた援助活動をする際にどのような能力が必要なのか、どのような行動のし方が
相応しいのかについて、「ネガティブリスト」と「ポジティブリスト」という概念を用いて
その問いに答えている。 
「ネガティブリスト」とは、「決まったこと(してはいけないこと)以外は何をしてもいい」
という行動規範であり、行動パターンである。それに対して、「ポジティブリスト」とは｢決
まったことしかしてはいけない｣という行動の仕方である。ポジティブリストでは効率を重
んじ、ネガティブリストでは創意工夫を重んじる。(菅波､2006, p9) 
菅波のこの発想は、国際貢献の場では不測の事態も多く、決まった事だけしていればす
むという場ではない。臨機応変に判断して実行していかないと切り抜けられない、という
「現場体験」から来ている。 
 
（２）プライドとパートナーシップ 
二つ目は、支援される側のプライドとパートナーシップについてである。 
国際貢献の機会は圧倒的に欧米などの先進国が多いが、それは先進国だけの専売特許で
はない。支援を受ける側に国際貢献で自己実現をはかる気持ちがあっても、途上国には経
済的、社会的立場から貢献の機会は少ない。が、途上国には意欲も能力、倫理観を兼ね備
えた人々が存在する。相手との関係を構築する上で、「スポンサーシップ」(利だけ共有)と
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「パートナーシップ」(利害どちらも共有)という関係のもち方があるが、スポンサーシッ
プの関係で援助されるとプライドの傷つく｢ありがとう｣を言う事態になる。しかしパート
ナーシップの関係であるなら､無理なく「ありがとう」が言える。（菅波、2006, p10）この
ことは、他人の役にたつことで自己実現を図ろうとする気持ちとプライドが人間に共通し
た心理であること、その心理を認識することの重要性を示唆している。 
  
４．留学生支援における受入れ側の資質とは 
（１）ネガティブリストの考え方から導かれる洞察力 
文化を異にする留学生との関係においては、これまで自分が経験することの無かったさ
まざまな不確定要因が原因で生じる齟齬も多く生じる。そこではポジティブリストだけで
は対応できない事態となる。留学生教育においては、相手に理解してもらいたい内容を効
率よく相手に伝えるために、オリエンテーションの実施などにより情報を提供している。
教育的アプローチから、文化摩擦や利害衝突が生じても、問題をうまく処理できるように、
留学生や日本人に対して知識や情報を与える活動は意味がある。しかし、このポジティブ
リスト(すべきこと)に基づくアプローチに加え、ネガティブリストの考え方を導入するこ
とにより、不確定要因や複数の要因が絡み合う異文化状況の中で何が適切な対処なのかを
考え、それに基づいた「適切な対処」をする可能性は広がる。 
あるアメリカの大学に留学したひとりの日本人学生の体験を紹介する。ポジティブリス
ト（すべきこと）に基づいた体制の中でカウンセリングを受けた日本人学生が、適切さを
欠いた相手の行動に違和感を覚えた逸話である。 
「勉強のストレスからか、体調が悪くなり、部屋に閉じこもるようになった。ルームメ
ートが寮長に知らせ、そのまま半ば強制的に大学病院に行かされた。カウンセリングに行
ってびっくり。何人もの担当医師(？)がずらっと自分を囲み、矢継ぎ早にさまざまな質問
をしてくる。これが彼らのやり方なのかもしれないが、自分には屈辱的に感じた。自分の
体調を事細かに説明することを求められているのだが、こんな状況の中で無理だ。体調を
克明に説明できるほど英語がうまい訳ではないのに、そんな自分の気持ちが配慮されるこ
ともなかった。何度か怒りを覚え、もっとゆっくり話すようにと主張したがそれが精一杯
だった。もうこんな所に二度と来るまいと思った。」 
概してアメリカにおいては言語的コミュニケーションは重要である。どのような環境の
中でも自分の感情や意見を相手に知ってもらうためにはそれを明確に言葉にしなくてはな
らない。言葉によって、或いは文書によって自己を主張しなくてはならないことは日本よ
りも多い。そのような文化的環境の中では主張することは肯定的に受けとめられ、沈黙し
ていたら自己に不利になる。このケースにおいてもそのような文化的環境から導きだされ
た対応である。治療の中でポジティブリスト(すべきこと)に基づくアプローチを取ったと
いう、彼らにしたら当たり前の行動だったのである。 
しかし、受入れ側の対応として欠けているのはネガティブリストに基づくアプローチで
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ある。アメリカでの留学生の事例として、ヨーロッパ圏 B 国からの留学生の意見を前述し
たが、「自己主張することのない文化背景で育った留学生は、アメリカ人教授にコントロー
ルされ、主導されやすいと感じている。もう少し相手文化への感受性を持ってほしい」と
いう意見が象徴するように、アメリカにおいては相手の文化的背景のみならず、その留学
生が置かれている実情とその背景にあるさまざまな要因を認識する力と感受性が受入れ側
に求められているといえよう。 
受入れ側との関係に齟齬が生じた事例は日本に滞在する留学生にも多々ある。 
アジア圏 B 国からの留学生と指導教員との間で生じた齟齬に関しての逸話である。「アジ
アといっても英語圏なので、日本語で論文を書くのは時間と努力が要る。それを理解して
私を引き受けてくれたのだと思っていたが、現実は違っていた。指導教員はあくまで日本
語を要求し日本語にこだわる。研究室の皆の前であなたは日本語が出来ないのだからしっ
かり日本語を勉強しなさいと言われる。すべて日本語で説明されるのでよくわからないこ
とも多い。私が理解しているかどうかは気にとめていないようで、指導してあげるという
態度にときどき怖くなる。でも言えない。」 
相手の気持ちを慮る B 国で育った C さんにとっては、母語の英語を使っても相手に対し
て自分の意見を主張することは難しい。きっとこの教員は指導熱心な人なのであろう。し
かしすべきことを重視するあまり、相手の実情を洞察するという、ネガティブリストに基
づくアプローチを欠いた対応をしてしまっている。 
 
(２) 相手の自己実現の意志とプライドを尊重できること 
留学生からの意見の中に「発展途上国からの留学生ということを思い起こさせる発言を
し、明らかに不快な態度で接する教員がいる。」ことや、「幼稚園児に対するように自分を
扱い、学生は教員に対して従順であるべきといった発言や態度を示す教員がいる。」ことが
あげられている。留学生からのみの発言なので真意のほどは定かでない。しかし、留学生
がそのように思ったことは事実である。相手にどう対応するかは、留学生の文化やその人
の性格やそのときの雰囲気などから、相手への問い方、引き出し方、話題の出し方や選び
方､情報の伝え方などへの細かい配慮が求められる。受入れ側の共感能力と洞察力が求めら
れている。 
 
 異文化（不慣れな）事態に慣れ親しみを感じるような状況に相手の気持ちを変化させる
ことによって、相手との関係性の発展が得られる。また、相手が自分を受け入れていると
感じたときには自分を取り巻く異質な環境も受入れることができるようになる。 
相手との関係をより信頼性のある関係へともっていくためにどのようなアプローチが有効
なのかはその時々の判断に委ねられる。どれ一つとして同じ状況はないのだからである。
それゆえに判断に際しては本人の能力が問われている。 
文化を異にする留学生との関係においては、これまで自分が経験することの無かったさ
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まざまな不確定要因が原因で生じる齟齬も多く生じる。そこではポジティブリストだけで
は対処が不適切となる。不確定要因の伴うその時々の状況へは、まさにネガティブリスト
を持って対処することが求められている。 
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